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グラフの理論 (I, II, III)（共訳） C.ベルジュ サイエンス社 1976.06
アルゴリズム（第 2巻）（共訳） R.セジウィック 近代科学社 1992.02
アルゴリズム C++（第 2巻）（共訳） R.セジウィック 近代科学社 1994.07
アルゴリズム C・新版（共訳） R.セジウィック 近代科学社 2004.05
　学術論文・発表
On the Conﬁrmation function of R. Carnap 日本数学会　応用数学分科会 1971
概念形成の一つのモデル 行動計量学シンポジウム 1971
PN系列に於る連（run）の性質に関する一定理（共著） 電子情報通信学会全国大会 1975
グラフの固有値について（共著） 京都大学数理解析研究所講究録 256 1976.01
マトロイドの公理系について 専修経営学論集 25号 1978.04
マトロイド間の射について（共著） 京都大学数理解析研究所講究録 333 1978.09
情報理論におけるゲーム　　　 専修経営研究年報 no.5 1981.03
多重情報源の誤りなし符号化について　 専修大学情報科学研究 no.1 1981.03
多重情報源に対する可変長符号化について（共著） 情報理論とその応用シンポジウム no.4 1981.11
補助情報源をもつ誤りなし可変長符号化について（共著） 情報理論とその応用シンポジウム no.5 1982.10
多重情報源の誤りなし符号化について 電子情報通信学会技術研究報告 IT82-18 1982
多重情報源の誤りなし伝送率領域について―固定長符号化の場合 専修情報科学研究 no.3 1982.03
多重情報源の誤りなし伝送率領域について―可変長符号化の場合 専修情報科学研究 no.4 1983.10
フィードバックをもつ多端子通信路の可変長符号による誤りなし 情報理論とその応用シンポジウム no.6 1983.11
容量域について（共著）
Shannon-Fano符号の一般化としての算術符号―情報圧縮の技法 専修情報科学研究 no.5 1984.03
に関する一考察
Ziv-Lempel符号化による漢字ドット・パターンの情報圧縮 専修大学情報科学研究所所報 no.7 1984.01
任意の出力分布を実現する算術符号（共著） 情報理論とその応用シンポジウム no.7 1984.11
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算術符号と Shannon-Fano符号 電子情報通信学会技術研究報告 IT85-41 1985.09
Hash関数としての算術符号化法に関する考察（共著） 情報理論とその応用シンポジウム no.8 1985.12
記数法の一般化とコンパクトディスク―算術符号の一応用 専修経営学論集 43号 1987.03
Source coding and error probability Proceedings of the 11-th Symposium on 1988.11
Applied Function Analysis, 東京理科大学
ラン・レングス制約のある符号の算術符号化による生成 電子情報通信学会技術研究報告 IT-87-94 1988
情報源可変長符号化における誤り確率について（共著） 情報理論とその応用シンポジウム no.11 1988.12
離散情報源の可変長符号化における歪み基準と誤り確率について情報理論とその応用シンポジウム no.13 1991.01
Feedback Codes with Uniformly Bounded Codeword Lengths IEEE, Trains. on Information Theory 1991.05
and Zero-Error Capacities（共著）
On the vaviable length source coding theorems with epsilon- Information Science and Applied Math. 1992.03
error probability vol.1, 専修大学情報科学研究所
確率分布のエントロピーの計算 (前),(後) 専修経営学論集 no.54, 56 1992.03
情報理論における組合せ論的問題 京都大学数理解析研究所講究録 853 1993.11
Some Combinatolial Problems in Information Theory Information Science and Applied Math. 1994.12
vol.3, 専修大学情報科学研究所
コンビニ配置ゲームの最適解 専修経営学論集 68号 1999.03
Matrix representation of ﬁnite discrete wavelet transform Seminar Notes of Math. Science, 茨城大学 2000.01
ウェーブレット変換と算術符号 日本数学会　応用数学分科会 2000.09
離散ウェーブレット変換の行列表現 日本数学会　応用数学分科会 2000.09
ウェーブレット変換と算術符号 情報理論とその応用シンポジウム no.23 2000.10
ウェーブレット変換－アルゴリズムと原理－ (1),(2),(3) 専修大学自然科学研究所報 no.81, 82, 85 2005.02
有限離散ウェーブレット変換の行列表示とある十分条件の考察 情報理論とその応用シンポジウム no.28 2005.11
ウェーブレットであるための条件に関する一考察 日本応用数理学会 年会 2006.09
ウェーブレット関数の連続性・不連続性について 日本応用数理学会 年会 2007.09
スケーリング関数の双対性について 日本応用数理学会 年会 2008.09
　解　説
楕円曲線暗号への案内－解説 最近の暗号理論から 専修大学情報科学研究所所報 no.54 2001.03
「分かる」とはどういうことか－ (1)～(6) 専修ネットワーク＆インフォメーション no.1(∼no.8) 2002.03
京都の街の交差点の呼び方に関するアルゴリズム 専修ネットワーク＆インフォメーション no.6 2004.11
「アルゴリズム的思考法」はそんなに難しいか 専修ネットワーク＆インフォメーション no.15 2009.03
ウェーブレット理論とその応用 日本経営数学会 vol.30, no.2 2010.07
QRコードの符号化・復号アルゴリズム解説 専修大学情報科学研究所所報 no.76 2011.06
　国際学会報告
On the Instantaneous Code for Multiple Information Sources IEEE ISIT（Les Arcs, France） 1982.06
Variable Length Coding Extends the Zero-Error Rate Regions IEEE ISIT（Kobe） 1988.06
for Multiterminal Channel（共著）
On the Error Probability for Variable Length Source Coding（共著） IEEE ISIT（Kobe） 1988.06
Arithmetic Hash Functions（共著） IEEE ISIT（Kobe） 1988.06
On variable length source coding under epsilon IEEE ISIT（Budapest） 1991.06
ﬁdelity criterion,
Supplement to Theorem for Biorthogonal Bases of Wavelets and ISITA（Seoul）　 2006.10
a Consideration of Four-term Sequnce (hn)
A Consideration on Scaling Functions of Wavelets ISITA（Auckland） 2008.12
（以上）
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